
令
和
元
年
五
月
二
十
四
日
受
領

答

弁

第

一

六

八

号

内
閣
衆
質
一
九
八
第
一
六
八
号

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
羽
田
空
港
へ
の
低
空
飛
行
ル
ー
ト
の
決
定
に
際
す
る
平
成
二
十
二
年
国
土
交
通
省
文
書
『
「
Ｄ

滑
走
路
供
用
後
の
東
京
国
際
空
港
の
運
用
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て
（
回
答
）
』
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
質
問

に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
羽
田
空
港
へ
の
低
空
飛
行
ル
ー
ト
の
決
定
に
際
す
る
平
成
二
十
二
年
国
土
交
通
省
文
書

『
「
Ｄ
滑
走
路
供
用
後
の
東
京
国
際
空
港
の
運
用
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て
（
回
答
）
』
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
十
四
日
に
国
土
交
通
省
航
空
局
長
か
ら
東
京
都
大
田
区
長
に
対
し
て
、
御
指
摘
の

「
当
該
文
書
」
で
あ
る
「
「
Ｄ
滑
走
路
供
用
後
の
東
京
国
際
空
港
の
運
用
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て
（
回
答
）
」

（
以
下
「
回
答
」
と
い
う
。
）
が
発
出
さ
れ
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
東
京
国
際
空
港
に
お
け
る
新
た
な
飛
行
経
路
案
（
以
下
「
新
経
路
案
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
関
係

地
域
の
地
方
公
共
団
体
及
び
住
民
の
方
々
に
説
明
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
も
引
き
続
き
丁
寧
な
情
報
提
供

を
行
い
、
幅
広
い
理
解
を
得
た
上
で
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
ま
で
に
運
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

お
尋
ね
の
「
齟
齬
を
き
た
す
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
東
京
都
大
田
区
に
対
し
て
も
、

一



丁
寧
な
情
報
提
供
を
行
い
つ
つ
、
今
後
、
新
経
路
案
の
運
用
を
開
始
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
例
え
ば
、
回
答
の
一
の
（
三
）

に
あ
る
「
昼
間
時
間
帯
」
「
に
お
け
る
離
着
陸
ル
ー
ト
」
を
変
更
す
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
と
な
る
た
め
、
回
答
の
六
に
あ

る
協
議
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
今
回
の
新
飛
行
経
路
の
採
用
に
係
る
も
の
で
、
過
去
に
大
田
区
以
外
の
自
治
体
と
の
間
で
交
わ
し
た
合
意
」

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
新
経
路
案
に
つ

い
て
は
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
ま
で
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
、
必
要
に

応
じ
て
、
関
係
地
域
の
地
方
公
共
団
体
と
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

二


